
柳原銀行記念資料館 2020（令和２）年度企画展

夢の新幹線，苦闘の住宅建設運動

主催：京都市／柳原銀行記念資料館運営委員会
協力：京都市立芸術大学 芸術資源研究センター

記念シンポジウム

2021（令和3）年 3月 13日(土) 

午後1時30分～4時30分（開場 午後1時）

会場：京都市下京いきいき市民活動センター

        3 階集会室

定員 30 名（当日先着順）　入場無料

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため，

  定員を収容人数の半数にしています。

・自主映画「東九条」
　（4K リマスター版・音声付）上映

・パネルディスカッション
　崇仁地区から東九条北河原町へ ,北河原町から東岩本町へ，

　北河原改良住宅建替推進委員会の挑戦に焦点を当て議論し

  ます。

パネリスト

池谷 啓介氏

（NPO 法人 暮らしづくりネットワーク北芝 事務局長

/近畿大学文芸学部非常勤講師）

山内 政夫氏

（旧北河原改良住宅建替推進委員会アドバイザー

/柳原銀行記念資料館運営委員会　事務局長）

開催期間：2021（令和3）年 3月 3日(水)～ 3月 31 日(水)
展示替休館日：2月 26日 ( 金 ) ～ 28 日 ( 日 )，4月 1日 ( 木 )，2日 ( 金 )

   ～自主映画「東九条」の世界 3 ～

ホームページ ：　
京都市情報館（http://www.city.kyoto.lg.jp）から
「柳原銀行記念資料館」で検索

柳原銀行記念資料館
所 在 地

問合せ先

開館時間

休 館 日

入 館 料

交通機関

：〒600-8206 京都市下京区下之町 6-3

：☎（075）371-0295

：午前 10 時～午後 4時 30 分

：月曜日，火曜日，祝日

：無料

：京都駅（JR，地下鉄）から徒歩約 8分

   市バス 205 系統，17 系統「塩小路高倉」下車
※駐車場はありませんので，公共交通機関を      

　御利用ください。

記念シンポジウム会場
京都市下京いきいき市民活動センター
所在地：京都市下京区上之町38

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況に

より，中止になる可能性もございます。

京都市ホームページなどでご確認ください。

北河原市営住宅　1969( 昭和 44) 年の自主映画「東九条」から

新幹線が走る町並み　1969( 昭和 44）年の自主映画「東九条」から

同じです　あなたとわたしの　大切さ
令和3年2月発行　
京都市文化市民局共生社会推進室
京都市印刷物第023181号 



柳原銀行記念資料館２０２０（令和２）年度企画展
夢の新幹線，苦闘の住宅建設運動　　～自主映画「東九条」の世界３～

 ごあいさつ
　当館が自主映画「東九条」を企画展で取り上げるのは，今回で３回目になります。昨年の企画展では，約５０年前の東九条松ノ木町４０番地
と宇治市「ウトロ」地区の歴史，その立退きと公営住宅建設を通じて，差別に関わる問題を取り上げました。
　自主映画「東九条」は，松ノ木町４０番地だけでなく北河原市営住宅（改良住宅。通称「マンモス団地」）の姿も克明に撮影したもので，今と
なっては極めて貴重な映像です。
　かつて京都駅東側の東海道線沿線には，戦後の闇市が広がり，バラックが立ち並んでいました。１９６０（昭和３５）年，この崇仁地区南部
に東海道新幹線を通す計画が決定されました。京都市が旧国鉄と契約し，これにより土地の買収は京都市が住宅地区改良法に基づいて行い，そ
の買収・移転に係る費用は旧国鉄が持つこととなり，翌１９６１( 昭和３６）年１０月に市議会で「北河原改良住宅新築工事請負契約」案が可決
されています。１９６２（昭和３７）年，鉄筋コンクリート 5階建て４棟の改良住宅が完成し，１４２戸が入居しました。
　東海道新幹線の開通に伴う立退きは，他の契約地域では金銭での買収によるものですが，崇仁地区では隣保館での立退き交渉に多数の住民が
参加し，住民の粘り強い運動や交渉の結果，住居が保証されました。
　また，北河原市営住宅は築６０年を経て，建替時期を迎え，２００２（平成１４）年「北河原改良住宅建替推進委員会」が発足し，京都市と
住民の協議が始まりました。この建替えを単なる北河原市営住宅住民のためだけではなく，東九条全体のまちづくり，さらに京都市全体のまち
づくりに貢献するものにしようと，発足当時から委員会の取組が行われました。そして２０１２（平成２４）年，東岩本町に市営住宅，京都市地域・
多文化交流ネットワークサロン，児童館，地域集会所との合築施設が完成しました。
　この 2回に渡る北河原市営住宅建設運動を紹介し，東九条の歴史と現状，そしてこれらの住民自らの運動の大切さを，残された資料や写真を
もとに，考える契機とするため本企画展を開催します。
　最後に，本企画展開催に当たり，大切な資料を提供してくださった「北河原改良住宅建替推進委員会」及び関係者の皆さんに深く感謝します。
                                                                                                                                                    　　　　　　　　　　　　　　　下 写真：1950 年代後半の崇仁地区南部　当館所蔵


